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弾正幼児園建築設計業務

公募型プロポーザル審査委員会

令和３年７月８日に弾正幼児園建築設計業務公募型プロポーザル審査委員会を開催し、

下記のとおり最も優れている提案者（受託候補者）及び次点者を選定しましたので、報告し

ます。

記

１ 審査及び結果

（１）弾正幼児園建築設計業務公募型プロポーザル審査委員会

事業者の最終選定は、弾正幼児園建築設計業務公募型プロポーザル審査委員会（以下

「審査委員会」という。）が行いました。

【審査委員会】

２ 審査

弾正幼児園建築設計業務について、公募型プロポーザル形式にて、令和３年５月１２日

に告示、参加表明の受付を開始したところ、６社から参加表明がありました。１次審査で

は、参加表明があった６社について、技術職員の経験及び能力並びに業務実績及び技術者

数等について事務局により書類審査を行い、６社に対して技術提案書の提出を依頼する

事業者として選定しました。

委員長 川治 秀輝 本巣市教育長

副委員長 久富 和浩 本巣市総務部長

委員 青山 英治 本巣市教育委員会事務局長

委員 吉田 朋克 本巣市教育委員会幼児教育課長

委員 石田 耕太郎 本巣市教育委員会幼児教育課主幹

委員 藤村 美保子 本巣市教育委員会特任指導員

委員 杉原 和 本巣市立真正幼児園長

委員 村山 和子 本巣市立弾正幼児園長



２次審査では、６社から提出された技術提案書について、同年７月８日に本巣市役所真

正分庁舎３階第一委員会室においてプレゼンテーション及びヒアリングを実施し、審査

委員会において、業務実施の方針、手法及び「弾正幼児園の基本的な考え方」に対する内

容、理解度等について総合的に評価を行い、最も優れている提案者（受託候補者）及び次

点者を選定しました。

３ 審査結果

１次審査、２次審査において審査した総合結果は次のとおりです。

受託候補者 株式会社 デザインボックス

次点者 大建設計 株式会社

４ 講評

はじめに、参加各社においては、限られた時間の中で提案をまとめていただいたことに

感謝申し上げます。

各社とも豊富な経験と実績に基づいた提案で、敷地条件に対する効率的な活用をよく

検討された素晴らしいものであり、ほぼ横並びの内容でありました。

その中で、受託候補者は、プレゼンテーションが丁寧であり、提案書に基づいて具体的

でかつ分かりやすい説明がなされたことが、高い評価につながったと考えております。

受託候補者による提案内容は、園の教育目標に沿ったテーマをもとに考えらえており、

「弾正幼児園の基本的な考え方」に対する明確な思いが伝わるものでした。また、本施設

が果たすべく災害時における避難所としての対応、持続可能な工夫を凝らした園舎づく

りや異年齢保育や幼小の連携活動など様々な保育活動を可能とするスペースの提案がな

され、子どもたちをはじめとする利用者にとってより良い施設づくりの可能性を感じさ

せるものでした。

最後に本プロポーザルに参加され、貴重な時間を費やしていただきました各関係者に

心より敬意を表するとともにあらためて感謝申し上げます。

参加事業者 総合評価点 結 果

株式会社デザインボックス 534 点／672 点 受託候補者

大建設計株式会社 496 点／672 点 次点者

企業③ 476 点／672 点

企業④ 452 点／672 点

企業⑤ 432 点／672 点

企業⑥ 412 点／672 点


